
東
日
本
大
震
災
の
よ
う

に
岩
手
県
沖
南
部
か
ら
茨
城

県
沖
ま
で
連
動
す
る
よ
う
な

超
巨
大
地
震
（
Ｍ
９
級
）
は

直
近
の
発
生
か
ら
８
年
し
か

経
過
し
て
い
な
い
た
め
、
確

率
は
ほ
ぼ
０
％
．
大
き
な
揺

れ
を
伴
わ
ず
に
津
波
が
発
生

す
る
明
治
三
陸
地
震
（
１
８

９
６
年
）
の
よ
う
に
「
津
波

地
震
」
の
規
模
は
最
大
で
確

率
は
３０
％
と
し
た
。 

一
方
、
Ｍ
７
級
の
地
震
は

「
青
森
県
東
方
沖
及
び
岩
手

県
沖
北
部
」
９０
％
以
上
、「
宮

城
県
沖
」
は
９０
％
、
茨
城
県

沖
」
は
８０
％
な
ど
、
広
い
範

囲
で
高
い
値
に
な
っ
て
い
る
。

「
宮
城
県
沖
」
の
う
ち
、
陸
の

近
く
で
起
こ
る
地
震
は

５０
％
と
し
た
。
こ
の
領
域
は

前
回
は
「
不
明
」
と
し
た
が
、

地
穀
変
動
の
観
測
結
果
な
ど 

  
る
問
で
あ
る
。
そ
の
解
明
が

夢
な
ら
、
探
査
機
が
持
ち
帰

る
試
料
が
、
そ
の
一
歩
を
記

す
だ
ろ
う
。
リ
ュ
ウ
グ
ウ
に

は
太
陽
系
が
誕
生
し
た
４
６

億
年
前
の
痕
跡
が
そ
の
ま
ま

残
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
、 

持
ち
帰
る
「
玉
手
箱
」
を
開

け
る
時
が
既
に
待
ち
遠
お
し

い
。 リ

ュ
ウ
グ
ウ
は
地
球
に
近

づ
く
軌
道
を
持
っ
た
小
惑
星

の
ひ
と
つ
で
、
大
き
さ
は
は

や
ぶ
さ
が
調
査
し
た
イ
ト
カ

ワ
の
５
３
５
ｍ
の
約
２
倍
程

の
９
０
０
ｍ
と
さ
れ
て
い
る
。

因
み
に
、
東
京
タ
ワ
ー
が
３

３
３
ｍ
だ
か
ら
、
リ
ュ
ウ
グ

ウ
は
東
京
タ
ワ
ー
の
約
３
倍

弱
と
い
う
事
に
な
る
。 

      

第１６７号 平成３１年４月１日 

リハビリテーション 
デイサービス葵・編集委員会 
練馬区東大泉３－１７－５ 

カトウビル３Ｆ 
電話 ０３－３９７８－０９１９ 

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

「
あ
お
い
通
信
」
は
皆
様

か
ら
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。 

係
員
・
飯
島 

国
の
名
勝
、
お
よ
び
室
戸
阿

南
海
岸
国
定
公
園
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
サ
ー
フ
ィ
ン
の

名
所
で
も
あ
る
。 

安
芸
山
地
が
太
平
洋
に
落

ち
込
む
南
端
。
太
平
洋
に
大

き
く
突
き
出
し
、
紀
伊
水
道

と
土
佐
湾
を
分
け
る
。
泥
岩
・

砂
岩
・
斑
れ
い
岩
に
よ
り
、

海
岸
段
丘
や
岩
礁
、
奇
岩
が

形
成
さ
れ
て
い
る
。
冬
で
も

温
暖
で
、
亜
熱
帯
植
物
が
繁

茂
す
る
。
室
戸
岬
灯
台
が
立

つ
。
１
８
９
９
年
（
明
治
３

２
年
）
初
点
灯
で
海
抜
１
５

４
・
７
ｍ
、
実
効
光
度
と
光

達
距
離
で
日
本
一
を
誇
る
。

「
日
本
の
灯
台
５
０
選
」
の
一

つ
で
、
歴
史
的
価
値
か
ら
保

存
灯
台
と
さ
れ
て
い
る
。 

黒
潮
の
流
れ
る
沖
合
い
は 

台
風
銀
座
で
も
あ
り
、
室
戸 

 

は
強
風
で
知
ら
れ
る
。
１
９
３

４
年
（
昭
和
９
年
）
の
室
戸
台

風
や
１
９
６
１
年（
昭
和
36
年

の
第
２
室
戸
台
風
で
は
台
風

が
付
近
に
上
陸
し
、
そ
の
名
を

残
す
こ
と
と
な
っ
た
。 

新
日
本
八
景 

１
９
２
７
年
（
昭
和
２
年
）

に
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
、
東
京

日
日
新
聞
社
主
催
、
鉄
道
省
後

援
で
、
一
般
か
ら
の
投
票
を
も

と
に
、
最
終
的
に
当
時
の
名
士

に
よ
り
審
査
選
定
さ
れ
た
。
山

岳
、
渓
谷
、
瀑
布
、
温
泉
、
湖

沼
、
河
川
、
海
岸
、
平
原
の
８

部
門
に
つ
い
て
、
ま
ず
一
般
か

ら
の
葉
書
投
票
を
募
り
、
各
部

門
の
投
票
数
１
０
位
ま
で
が

候
補
地
と
し
て
選
抜
さ
れ
た
。 

選
定
さ
れ
た
景
勝
地
に
は
、

著
名
な
文
人
と
画
家
が
訪
れ
、

そ
の
紀
行
文
が
新
聞
紙
上
に

掲
載
さ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
一
般

の
国
民
が
観
光
に
目
を
向
け 

る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
に
行

わ
れ
た
日
本
新
八
景
の
選
定

は
、
広
く
国
民
の
関
心
を
集

め
、
投
票
総
数
は
当
時
の
日

本
の
総
人
口
の
１
・
５
倍
に

も
な
る
約
９
３
０
０
万
通
に

及
ん
だ
。 

八
景
勝
地
と
掲
載
紀
行
文 

海
岸
：
室
戸
岬
（
高
知
県
） 

 

田
山
花
袋 

湖
沼
：
十
和
田
湖
（
青
森
県
・

秋
田
県
） 

泉
鏡
花 

山
岳
：
温
泉
岳
（
雲
仙
岳
）

（
長
崎
県
） 

菊
池
幽
芳 

河
川
：
木
曽
川
（
愛
知
県
） 

 

北
原
白
秋 

渓
谷
：
上
高
地
（
長
野
県
） 

 

吉
田
絃
二
郎 

瀑
布
：
華
厳
滝
（
栃
木
県
） 

 

幸
田
露
伴 

温
泉
：
別
府
温
泉
（
大
分
県
） 

 

高
浜
虚
子 

平
原
：
狩
勝
峠
（
北
海
道
） 

 

河
東
碧
梧
桐 

  

談 

話 

室 

新
日 

本 

八
景  

「室
戸
岬
」 

新
日
本
八
景
め
ぐ
り 

  

あおい 通信 第167 号 

東 

西 
 

南 

北 

は
や
ぶ
さ
２
号
小
惑
星
リ

ュ
ウ
グ
ウ
へ
の
着
陸
成
功 

       
２
月
２
２
日

J
A

X
A

（
ジ

ャ
ク
サ
）
は
探
査
機
は
や
ぶ

さ
２
号
が
リ
ュ
ウ
グ
ウ
へ
の

着
陸
に
成
功
し
石
や
砂
な
ど

の
資
料
を
採
取
で
き
た
可
能

性
が
大
き
い
と
発
表
し
た
。 

宇
宙
と
は
何
か
、
生
命
と

は
何
か
、
人
類
が
考
え
続
け 

日
本
三
景
、
新
日
本

三
景
と
紹
介
し
て
き
ま

し
た
が
新
日
本
八
景
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

 

人
生
経
験
豊
富
な

皆
様
に
は
観
光
で
行
か

れ
て
い
る
場
所
で
し
ょ

う
が
、
改
め
ま
し
て
、

何
故
選
定
さ
れ
た
の
か

…e
tc

を
知
る
の
も
一

興
か
と
思
い
…
お
楽
し

み
頂
け
ま
し
た
ら
幸
い

で
す
。 

（
八
景
は
最
後
に
記
述
） 

室
戸
岬
（
む
ろ
と
み
さ
き
）

は
、
高
知
県
室
戸
市
に

属
し
、
太
平
洋
に
面
す 

る
岬
。
１
９
２
８
年
、 

惑
星
は
炭
素
の
よ
う
な
有 

機
物
や
水
が
含
れ
て
い
る
Ｃ

型
小
惑
星
だ
と
い
う
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
の
為
、

リ
ュ
ウ
グ
ウ
は
、
は
や
ぶ
さ

２
の
調
査
対
象
と
な
っ
た
。 

地
球
と
の
距
離
は
５
２
億

㎞
と
途
方
も
な
く
、
帰
還
す

る
の
は
来
年
２
０
年
の
１
２

月
ご
ろ
と
言
わ
れ
て
い
る
の

で
ま
だ
ま
だ
先
の
我
慢
が
必

要
で
あ
る
が
、
ど
ん
な
宝
物

と
夢
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る

の
か
、
わ
く
わ
く
感
が
止
ま

な
い
。 

 
 

ヨ
ッ
チ
ャ
ン 

北
沖
Ｍ
７
級
「
確
率
９
０
％
」 

政
府
の
地
震
調
査
研
究
推

進
本
部
は
２６
日
、
青
森
県
東

方
沖
か
ら
房
総
沖
に
か
け
て

の
日
本
海
溝
沿
い
で
、
今
後

３０
年
以
内
に
地
震
が
発
生
す

る
確
率
を
公
表
し
た
。
宮
城

県
沖
な
ど
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
Ｍ
７
級
の
地
震
発
生
確
率

は
９０
％
で
、
東
日
本
大
震
災

よ
り
小
規
模
で
も
被
害
が
出

る
恐
れ
の
あ
る
地
震
に
は
、

引
き
続
き
注
意
が
必
要
と
し

て
い
る
。 

こ
の
海
域
の
評
価
は
、
２

０
１
１
年
11
月
以
来
。
今
回

は
、
そ
の
後
の
地
震
活
動
地

穀
変
動
、
過
去
の
津
波
堆
積

物
の
情
報
を
活
用
、
超
巨
大

地
震
な
ど
を
評
価
し
直
し
た
。 

 

か
ら
、
次
の
地
震
発
生
サ
イ

ク
ル
に
入
っ
た
と
判
断
し
た
。

 

Ｍ
７
級
の
地
震
で
は
、
過

去
に
観
測
さ
れ
た
津
波
は
高

さ
数
十
セ
ン
チ
程
度
が
多
い
。

Ｍ
９
級
（
１０
メ
ー
ト
ル
超
）

Ｍ
８
級
（
数
メ
ー
ト
ル
）
に

比
べ
て
小
さ
い
が
、
波
打
ち

際
で
さ
ら
わ
れ
る
危
険
が
あ

る
。 

 

１
９
７
８
年
の
宮
城
県
沖

地
震
（
Ｍ
７・４
）
で
は
、
ブ
ロ

ッ
ク
塀
倒
壊
な
ど
で
２８
人
が

死
亡
し
、
安
全
基
準
が
見
直

さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。 

地
震
本
部
地
震
調
査
研
究

委
員
会
の
平
田
直
委
員
長
は

「
東
北
の
太
平
洋
沿
岸
で
Ｍ

８
、
７
ク
ラ
ス
の
確
率
は
高

い
。
津
波
や
強
い
揺
れ
に
備

え
る
こ
と
が
必
要
」
と
話
し

て
い
る
。 

 
 

Ｋ
ド
ラ
ゴ
ン 

 

３
月
の
報
告 

１
３
日
（
水
）
総
会
「
木
曾

路
」
に
て
。
十
七
名
の 

参
加
。 

       

１
５
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ
。

８
名
の
参
加
。 

 ４
月
の
予
定 

１
９
日(

金)

カ
ラ
オ
ケ 

２
１
日
（
日
）
役
員
会 

 

本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 （

事
務
局
） 

 

     

  

、 

    
 

 

  

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な金笑顔」を作ります 

葵
通
信1

0
0

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

 

看
護
師
・
千
葉
え
り
子 

葵
通
信
―1

0
0

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

師
・
千
葉
え
り
子 

 
葵
友
の
会 広

報
コ
ー
ナ
ー 



 

 

塞
ぎ
込
ん
だ
。
そ
の
後
「
こ

黙
っ
て
こ
ん
な
こ
と
は
し
な

い
で
ね
」
と
抗
議
し
た
。 

学
習
院
初
等
科
時
代
に
、

色
黒
だ
っ
た
こ
と
か
ら
蚊
取

線
香
の
素
焼
き
の
香
炉
を
想

い
起
こ
さ
せ
た
為
の
「
チ
ャ

プ
」
と
学
友
た
ち
に
よ
っ
て

つ
け
ら
れ
た
愛
称
が
伝
わ
る
。 

学
生
時
代
（
銀
座
事
件
） 

学
習
院
高
等
科
３
年
の
試
験

終
了
日
、
学
友
で
あ
る
橋
本

明
（
龍
太
郎
の
従
兄
）
に
「
銀

座
に
い
き
た
い
」
と
相
談
し
、

学
友
が
「
い
つ
が
よ
い
か
？
」

と
尋
ね
る
と
「
今
日
が
良
い
」

と
答
え
た
。「
一
人
で
は
な
く

も
う
一
人
連
れ
て
い
こ
う
」

と
提
案
し
承
諾
。（
も
う
一
人

は
千
家
宗
彦
）
新
任
だ
っ
た 

 

東
宮
侍
従
浜
尾
実
な
ど
仕
え 

て
い
る
周
り
の
人
間
を
「
今

宵
、
殿
下
を
目
白
の
方
に
ご

案
内
し
た
い
」
な
ど
騙
し
て

抜
け
出
す
こ
と
に
成
功
し
、

「
殿
下
が
電
車
に
乗
り
た
い
」

と
云
わ
れ
た
の
で
、
３
人
で

切
符
を
買
い
改
札
。
御
自
分

で
切
っ
て
も
ら
い
、
山
手
線

内
回
り
で
新
橋
へ
。
車
内
は

少
し
混
ん
で
い
た
が
、
殿
下

は
扉
の
そ
ば
の
柱
に
つ
か
ま

り
、
ニ
コ
ニ
コ
と
、
と
て
も

嬉
し
そ
う
で
あ
っ
た
。 

新
橋
か
ら
銀
座
ま
で
ぶ
ら

つ
き
、
こ
の
と
き
銀
座
四
丁

目
あ
た
り
で
慶
応
ボ
ー
イ
４

人
と
出
会
い
、
慶
応
ボ
ー
イ

は
「
殿
下
こ
ん
ば
ん
は
」
と

挨
拶
し
た
と
い
う
。
高
級
喫

茶
店
「
花
馬
車
」
で
お
金
を

出
し
合
い
一
杯
９９
円
の
コ
ー

ヒ
ー
を
殿
下
は
と
て
も
美
味

し
そ
う
に
飲
ま
れ
た
。
そ
の 

       

利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

  

古 
 

 

今 
 

 

抄
（
長
期
利
用
者
様
の
紹
介
） 

畠
山 

美
佐
子 

（
Ｈ
25
年
７
月
26
日
か
ら
通
所
） 

      

通
い
は
じ
め
て
５
年
半
に

な
り
ま
し
た
。
週
一
回
で
す

が
体
を
動
か
し
た
り
、
皆
さ

ん
と
話
を
し
た
り
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
外
出
も
楽
し
み
で
、

道
の
駅
に
行
っ
た
時
に
た
く

さ
ん
お
野
菜
を
買
っ
た
り
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気

な
う
ち
は
通
い
続
け
よ
う
と

思
い
ま
す
。 

     

村
上 

千
鶴
子 

(

Ｈ
25
年
１０
月
９
日
か
ら
通
所
） 

      

通
所
し
て
５
年
半
に
な
り

ま
す
が
。
想
い
出
は
毎
年
行

っ
て
い
る
花
見
。
楽
し
く
て

一
番
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

外
出
も
楽
し
い
想
い
出
で
す
、

今
年
も
桜
を
見
に
行
き
た
い

で
す
。 

           

し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
体
制
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
る
。
計
画

の
目
玉
は
、
発
症
初
期
か
ら

本
人
や
家
族
を
支
え
る
「
初

期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
だ
。

１５
年
度
以
降
導
入
さ
れ
た
。

保
健
師
や
作
業
療
法
士
が
発

症
初
期
の
高
齢
者
を
訪
問

し
、
本
人
や
家
族
の
相
談
に

応
じ
、
生
活
環
境
を
整
え
る
。

こ
の
ほ
か
早
期
診
断
を
行
う

医
療
機
関
の
整
備
、
認
知
症

の
人
の
居
場
所
づ
く
り
も
目

指
す
。 

認
知
症
施
策
は
、
介
護
や

医
療
に
と
ど
ま
ら
な
い
た
め
、

２
０
１
９
年
９
月
に
は
、
警

察
庁
や
消
費
者
庁
な
ど
１１

省
庁
に
よ
る
連
絡
会
議
が
設

置
さ
れ
総
合
的
な
施
策
の
推

進
に
の
り
だ
し
て
い
る
。 

つ
づ
く 

編
集
長 

        

竹
中 

ミ
ヤ
（
土
） 

麻
雀
を
や
る
人
達
と
知
り

合
い
、
や
り
始
め
ま
し
た
。

葵
で
も
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
マ
シ
ン
も
で
き
る

限
り
や
り
ま
す
。
足
を
し
っ

か
り
と
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

     久
村 

和
子
（
木
） 

手
芸
で
い
ろ
い
ろ
作
る
こ

と
が
好
き
で
す
。
洋
裁
も
時

間
が
と
れ
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
ま
た
始
め
た
い
で
す
。

木
曜
日
は
手
芸
の
仲
間
が
い

る
の
で
、
楽
し
い
で
す
。 

     

縣 

百
合
子 

(

Ｈ
25
年
11
月
12
日
か
ら
通
所
） 

      

先
月
六
回
目
の
誕
生
会
を

し
て
い
た
だ
い
た
、
あ
り
が

と
う
。
最
近
身
の
回
り
の
整

理
を
始
め
つ
つ
、
子
供
達
に

老
い
行
く
姿
を
見
せ
て
い
る
、

週
二
回
の
通
所
が
何
よ
り
も

嬉
し
い
楽
し
い
、
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
信
頼

の
お
か
げ
で
す
。 

一
日
が
早
い
の
は
充
実
し
て

い
る
お
か
げ
で
す
。
感
謝 

  

今
上
天
皇
の
逸
話
・
和
む 

エ
ピ
ソ
ー
ド
よ
り 

抜
粋 

       

幼
少
期 

豆
腐
料
理
を
好
物
と
し
た
。

慣
例
に
従
い
、
女
児
に
近
い

格
好
で
育
て
ら
れ
て
い
た
が
、

学
習
院
初
等
科
入
学
に
際
し
、

お
か
っ
ぱ
に
伸
ば
し
て
い
た

髪
を
無
断
で
刈
ら
れ
数
日
間 

        

松
本 

幸
子 

（
Ｈ
25
年
９
月
７
日
か
ら
通
所
） 

      

葵
に
お
世
話
に
な
っ
て
五

年
半
に
な
り
ま
す
。
週
二
日
の

通
所
が
待
遠
し
く
て
な
り
ま
せ

ん
。
行
き
届
い
た
ス
タ
ッ
フ
の

皆
様
、
元
気
な
仲
間
の
皆
さ

ん
、
部
屋
に
並
ぶ
マ
シ
ン
等
、

自
由
に
利
用
で
き
る
の
も
嬉

し
い
で
す
。
俳
句
、
パ
ソ
コ
ン
、

習
字
、
な
ど
、
私
の
生
き
甲
斐

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
年

を
重
ね
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

      

 

後
洋
菓
子
屋
「
コ
ロ
ン
バ
ン
」

で
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
と
紅
茶
を

満
喫
し
た
よ
う
だ
が
、
当
然

な
が
ら
す
ぐ
に
事
件
は
発
覚
。

 

大
騒
ぎ
に
な
り
、
居
場
所

を
突
き
止
め
ら
れ
る
と
、
店

の
回
り
に
２０
～
３０
ｍ
お
き

に
警
官
が
配
置
さ
れ
て
し
ま

い
、
こ
れ
以
上
散
策
が
出
来

な
く
な
り
終
了
し
た
。
も
ち

ろ
ん
連
れ
出
し
た
学
友
が
警

察
と
皇
宮
関
係
者
に
ひ
ど
く

叱
ら
れ
た
の
は
云
う
ま
で
も

な
い
。
こ
れ
が
有
名
な
「
銀

ブ
ラ
事
件
」
で
あ
る
。 

戦
後
の
混
乱
期
と
重
な
っ

た
思
春
期
に
は
、
思
い
悩
む

こ
と
も
多
く
、「
世
襲
は
つ
ら

い
ね
」、
な
ど
と
漏
ら
し
た
こ

と
を
学
友
が
後
に
明
か
し
て

い
る
。 

殿
下
、
こ
れ
か
ら
は
美
智

子
妃
と
、
ご
ゆ
っ
く
り
銀
ブ

ラ
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。 

  

 

 

小
学
校
一
年
生
の
頃
だ
っ

た
。
家
の
前
に
川
が
あ
り
、

秋
に
ト
ン
ボ
が
沢
山
川
に
集

ま
り
、
竿
に
鞭
（
も
ち
）
を
つ
け

て
振
り
回
す
と
、
ヤ
ン
マ
、

ア
カ
ト
ン
ボ
、
シ
オ
カ
ラ
ト

ン
ボ
な
ど
良
く
捕
れ
た
。 

く
ね
く
ね
曲
が
っ
て
「
太

田
胃
散
工
場
」
の
裏
道
に
流

れ
て
い
た
川
の
大
改
修
工
事

が
始
ま
っ
た
。
川
の
傍
に
あ

っ
た
我
が
家
も
移
動
す
る
為
、

土
台
の
下
に
丸
い
パ
イ
プ
を

数
十
本
入
れ
て
家
を
引
き
移

動
さ
れ
た
の
が
、
想
い
出
と

な
っ
た
。
改
修
後
に
非
常
に

す
ご
い
大
雨
の
時
、
道
路
の

真
中
に
あ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
の

蓋
が
１・５
～
２・０
㎝
飛
び
上
が

っ
た
事
も
想
い
出
に
残
っ
た
。 

 

        

近
頃
季
節
の
野
菜
っ
て
何

か
な
と
想
う
事
が
あ
り
ま
す
。 

一
昔
前
迄
は
、
き
ゅ
う
り
、

な
す
、
ト
マ
ト
、
か
ぼ
ち
ゃ

等
は
夏
野
菜
と
言
っ
て
い
ま

し
た
が
、
昨
今
で
は
一
年
中

店
先
に
並
ん
で
い
て
季
節
感

が
失
わ
れ
、
季
節
野
菜
、
旬

の
野
菜
が
少
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

夏
の
暑
い
日
、
裏
の
庭
へ
な

す
、
き
ゅ
う
り
、
絹
さ
や
等

を
取
り
に
行
っ
た
事
を
思
い 

季
節
の
野
菜 

キ
ッ
チ
ン 

川
俣
孝
子 

 

出
し
ま
し
た
。
夏
野
菜
は
体

を
冷
や
し
、
冬
野
菜
は
体
を

温
め
る
理
に
叶
っ
て
い
ま
す
。

 

葵
の
キ
ッ
チ
ン
で
は
大
泉

の
農
協
か
ら
新
鮮
な
季
節
の

野
菜
を
仕
入
れ
て
い
ま
す
。

甘
味
と
え
ぐ
み
が
何
と
も
言

え
な
い
、
こ
れ
か
ら
出
回
る

た
け
の
こ
ご
飯
も
楽
し
み
の

ひ
と
つ
で
す
。
美
味
し
か
っ

た
わ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
頂
く

一
言
に
励
ま
さ
れ
て
キ
ッ
チ

ン
一
同
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

前
号
の
つ
づ
き 

厚
生
労
働
省
は
１２
年
、
認

知
症
施
策
推
進
５
か
年
計
画

（
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
を
策
定 

 

春
の
イ
メ
ー
ジ
は
何
色
と

聞
か
れ
る
と
い
ろ
い
ろ
考
え

て
し
ま
い
ま
す
。
春
の
歌
に

出
て
く
る
菜
の
花
や
桃
の
花
。

そ
し
て
卒
業
式
や
入
学
式
の

時
期
に
咲
く
木
蓮
や
辛
夷
（
こ

ぶ
し
）
そ
れ
に
染
井
吉
野
が
思

い
う
か
び
ま
す
。
そ
う
し
た

事
か
ら
春
の
色
は
黄
色
や
ピ

ン
ク
に
緑
か
と
思
い
ま
す
。 

家
の
周
り
を
見
る
と
住
宅

や
ビ
ル
ば
か
り
が
多
く
野
の

花
は
あ
ま
り
見
る
事
が
あ
り

ま
せ
ん
。
け
れ
ど
少
し
気
を

つ
け
て
み
る
と
、
街
路
樹
や

道
端
の
片
隅
に
野
の
花
を
見

る
事
が
で
き
『
小
さ
な
春
』

を
感
じ
、
心
が
暖
た
か
く
な

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

        

今
上
天
皇
の
逸
話 図

斉
し
げ
子 

 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 

認 

知 

症 

 

小
学
生
時
の
思
い
出 

山
科 

順 
    

春
っ
て
ど
ん
な
色 

宇
田
川
勝
幸 

   

幼少期 
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